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Ⅰ. はじめに

平成 4年の「看護師等の人材確保の促進に関す
る法律」の施行等を端緒に，看護系大学は急増し，
平成29年度には255大学（265課程）となった．近
年の看護師国家試験における合格者のうち看護系
大学卒の者が占める割合は 3割を超えるに至って
いる（大学における看護系人材養成の在り方に関
する検討会, 2017）．大学の増加は，質の高い看護
系人材の供給に貢献してきたが，近年の高齢化社
会の到来や医療の高度化，実習における侵襲を伴
う看護行為の制約等，社会や保健医療を取り巻く
環境の変化と学生の多様化に伴い，臨地実習の在
り方の見直しや教育内容の工夫の必要性等の課題
が指摘されている（大学における看護系人材養成
の在り方に関する検討会, 2011）．
平成23年に「大学における看護系人材養成の在
り方に関する検討会最終報告」（2011）が出され，
学士課程における看護系人材養成は，専門職とし
て能力開発に努め，長い職業生活においてもあら
ゆる場で，あらゆる健康レベルの利用者のニーズ
に対応し，保健，医療，福祉等に貢献していくこ

とのできる応用力のある国際性豊かな人材養成を
目指すことが示された．大学における看護学教育
の質保証として，学士課程教育のコアとなる 5つ
の能力群（Ⅰ群：ヒューマンケアの基本に関す
る実践能力，Ⅱ群：根拠に基づき計画的に実践
する能力，Ⅲ群：特定の健康課題に対する実践能
力，Ⅳ群：ケア環境とチーム体制整備に関する実
践能力，Ⅴ群：専門職者として研鑽し続ける基本
能力）における20の看護実践能力と卒業時到達目
標が提示された （大学における看護系人材養成の
在り方に関する検討会, 2011）．この報告書を踏ま
え，文部科学省は平成29年に看護学教育モデル・
コア・カリキュラムを提示した．看護学教育モデ
ル・コア・カリキュラムは，学生が看護学学士課
程卒業時までに身に付けておくべき必須の看護実
践能力について，その修得のために必要な具体的
な学修目標を，看護系大学関係者をはじめ広く国
民に対して提示することを目的として策定したも
の （大学における看護系人材養成の在り方に関す
る検討会, 2017）である．
大学における看護学教育においては，学生の看

護実践能力を高めることは重要な課題となってい
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る．A看護系大学ではカリキュラムの検討に着手
し，その一環として，日本看護系大学協議会が文
部科学省の大学における医療人養成推進等委託事
業として作成した「学士課程版看護実践能力と到
達目標」の評価票（一般社団法人 日本看護系大
学協議会, 2012）を調査に活用し，学生の看護実
践能力の実態把握を行うことになった．そこで今
回，カリキュラムの検討に向けた参考資料にする
ため，学士課程における看護実践能力に対する学
生の到達状況の認識を明らかにしたいと考えた．

Ⅱ．方法

1 ．対象者
A看護系大学の 4年次生を対象とした．

2 ．調査方法
「学士課程版看護実践能力と到達目標」の評価
票（ 5つの能力群における20の看護実践能力の学
習成果ごとに，現時点の到達状況を 5段階で回
答する），基本属性からなる自記式質問紙調査を
行った．質問紙を対象者に配布し，学内に設置し
た回収箱への投入を依頼した．調査は2017年 7 月
～ 8月に実施した．

3 ．分析方法
分析にはIBM SPSS Statistics 23を用いて記述
統計を算出した．

4 ．倫理的配慮
本調査は，大阪府立大学大学院看護学研究科研
究倫理委員会の承認を得て実施した（申請番号
29-25）．対象者には，調査の目的，協力の自由意
思，調査結果の公表，プライバシーの保護等を文
書と口頭で説明した．質問紙への回答は無記名と
し，回収用封筒に質問紙を封入し，回収箱を用い
て回収した．回収箱への質問紙の投入によって同
意が得られたものとした．なお，「学士課程版看
護実践能力と到達目標」の評価票は，日本看護系
大学協議会と文部科学省の承認を得て使用した．

Ⅲ．結果

1 ．回答者の背景
質問紙は127名の対象者に配布し，33名（回収
率26.0%）から回収し，有効回答は31名（有効回
答率24.4%）であった．回答者の性別は男性 3名
（9.7%），女性28名（90.3%），平均年齢±SDは22.2

±2.1歳であった．回答者のうち，看護師以外の
資格科目の履修者は10名（32.3%）で，保健師科
目 6名（19.4%），助産師科目 3名（9.7%），養護
教諭一種免許状取得のための科目 1名（3.2%）で
あった．

2 ．学士課程版看護実践能力と到達目標に対する
学生の到達状況の認識

1 ） �Ⅰ群：ヒューマンケアの基本に関する実践能
力 （図 1）

【 1） 看護の対象となる人々の尊厳と権利を擁
護する能力】では，殆どの項目において「よくで
きる」または「まあまあできる」と回答した者が
80%以上で，なかでも［⑪守秘義務について理解
し，遵守できる］は「よくできる」と回答した者
が87.1%を占めていた．【 2） 実施する看護につい
て説明し同意を得る能力】では，すべての項目に
おいて「よくできる」または「まあまあできる」
と回答した者が80%以上であった．【 3） 援助関
係を形成する能力】では，［⑨集団の構造と機能，
グループダイナミックスについて説明できる］と
［⑩グループを形成する方法とそれを支援する方
法について説明できる］は「あまりできない」と
回答した者が30%以上であった．

2） �Ⅱ群：根拠に基づき看護を計画的に実践する
能力 （図 2 - 1 ，図 2 - 2 ）

【 4） 根拠に基づいた看護を提供する能力】で
は，［⑤健康現象を説明するために基本的な疫学
や保健統計を活用できる］と［⑥主要な看護理論
について説明できる］は「あまりできない」また
は「できない」と回答した者が30%以上であった．
【 5） 計画的に看護を実践する能力】では，［①看
護の現象を批判的思考，論理的思考を活用して捉
え説明できる］ は「あまりできない」と回答した
者が30%以上であったが，この項目以外は「よく
できる」または「まあまあできる」と回答した
者が80%以上であった．【 6） 健康レベルを成長
発達に応じて査定（Assessment）する能力】で
は，［⑩人的・物理的環境が健康に及ぼす影響に
ついて説明できる］は「よくできる」または「ま
あまあできる」と回答した者が80%以上であった
が， 5項目において「あまりできない」または「で
きない」と回答した者が30%以上であった．【 7） 
個人と家族の生活を査定する能力】では，すべて
の項目において「よくできる」または「まあまあ
できる」と回答した者が80%以上であった．【 8） 
地域の特性と健康課題を査定する能力】では，［③
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図 1　「Ⅰ群：ヒューマンケアの基本に関する実践能力」に対する到達状況の認識
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図 2 - 1 　「Ⅱ群：根拠に基づき看護を計画的に実践する能力」に対する到達状況の認識
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図 2 - 2 　「Ⅱ群：根拠に基づき看護を計画的に実践する能力」に対する到達状況の認識
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地域の保健医療福祉制度，地域の健康に関する情
報，指標の動向を理解し，地域の健康課題を導く
方法について説明できる］と［⑥職場の特性や健
康課題を把握する方法について説明できる］は「あ
まりできない」と回答した者が30%以上であった．
【 9） 看護援助技術を適切に実施する能力】では，
15項目において「よくできる」または「まあまあ
できる」と回答した者が80%以上であった．［⑤
救命救急処置の基本技術を理解し，指導のもとで
実施できる］ は「あまりできない」または「でき
ない」と回答した者が30%以上であった．

3） �Ⅲ群：特定の健康課題に対応する実践能力 
（図 3 - 1 ，図 3 - 2 ）
【10） 健康の保持増進と疾病を予防する能力】
と【11） 急激な健康破綻と回復過程にある人々を
援助する能力】では，「よくできる」または「ま
あまあできる」と回答した者が80%以上を示した
のはそれぞれ 4項目と 5項目で，「あまりできな
い」または「できない」と回答した者が30%以上
を示したのは両方とも 7項目であった．【12） 慢
性疾患及び慢性的な健康課題を有する人々を援助
する能力】では， 9項目において「よくできる」
または「まあまあできる」と回答した者が80%以
上であった．【13） 終末期にある人々を援助する
能力】では，［⑦最期までその人らしさを支援す
ることの必要性について説明できる］ と［⑧死に
ゆく人の意思を支え，その人らしくあることを援
助する方法について説明できる］は「よくできる」
または「まあまあできる」と回答した者が80%以
上であったが， 5項目において「あまりできない」
または「できない」と回答した者が30%以上であっ
た．

4） �Ⅳ群：ケア環境とチーム体制整備に関する実
践能力 （図 4 - 1 ，図 4 - 2 ）

【14） 保健医療福祉における看護活動と看護ケ
アの質を改善する能力】では，［⑤看護の質を評
価する必要性とその方法について理解できる］ は
「よくできる」または「まあまあできる」と回答
した者が80%以上であったが，この項目以外は
「あまりできない」または「できない」と回答し
た者が30%以上であった．特に，［④保健医療福
祉の中での情報管理システムについて理解でき
る］ は「あまりできない」と回答した者が51.6%
を占めていた．【15） 地域ケアの構築と看護機能
の充実を図る能力】では， 7項目において「あま
りできない」または「できない」と回答した者が

30%以上であった．【16） 安全なケア環境を提供
する能力】では，すべての項目において「よくで
きる」または「まあまあできる」と回答した者が
80%以上であった．【17） 保健医療福祉における
協働と連携をする能力】では，殆どの項目におい
て「よくできる」または「まあまあできる」と回
答した者が80%以上で，なかでも［⑩チームの一
員として，報告・連絡・相談の必要性を理解し，
指導の下で実施できる］は「よくできる」また
は「まあまあできる」と回答した者が100%であっ
た．【18） 社会の動向を踏まえて看護を創造する
ための基礎となる能力】では，［⑥看護職の発展
の方向性について自分なりの意見を持つことがで
きる］ は「よくできる」または「まあまあできる」
と回答した者が80%以上であったが， 4項目にお
いて「あまりできない」または「できない」と回
答した者が30%以上であった．

5） �Ⅴ群：専門職者として研鑽し続ける基本能力 
（図 5）
【19） 生涯にわたり継続して専門的能力を向上
させる能力】では，すべての項目において「よく
できる」または「まあまあできる」と回答した者
が80%以上であった．【20） 看護専門職としての
価値と専門性を発展させる能力】では，［④看護
の専門性や価値について，自分なりの意見を持つ
ことができる］と［⑤さらに発展が求められる看
護の専門性について，自分なりの意見を持つこと
ができる］は「よくできる」または「まあまあで
きる」と回答した者が80%以上であったが，［①
科学の発展や社会の動向から影響を受けて，看護
学が発展してきたことについて説明できる］は「あ
まりできない」と回答した者が30%以上であった．

Ⅳ．考察

「学士課程版看護実践能力と到達目標」の評価
票を用いた本調査により，学生が 5つの能力群に
おける20の看護実践能力に対する到達状況をどの
ように認識しているのかを大まかに把握すること
ができた．本調査における学生の回答傾向は，看
護系大学協議会が会員校を対象に行った調査結果
（一般社団法人 日本看護系大学協議会, 2012）と
類似の回答傾向が見られた．また，看護業務の複
雑・多様化，患者への倫理的配慮から学生の看
護技術の実習の機会が限定される傾向にあるこ
となどから（赤松ら, 2008），「あまりできない」
または「できない」と回答した者が30%以上で
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図 3 - 1 　「Ⅲ群：特定の健康課題に対応する実践能力」に対する到達状況の認識
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図 3 - 2 　「Ⅲ群：特定の健康課題に対応する実践能力」に対する到達状況の認識

あった項目のなかには経験が不足しているものが
含まれていたと考えられる．
看護系大学協議会の調査結果（一般社団法人 
日本看護系大学協議会, 2012）と比較したとこ
ろ，本調査の回答者の方が「よくできる」また
は「まあまあできる」と回答した割合が15%以上
高い項目は，【 3） 援助関係を形成する能力】の

［⑥援助的関係におけるケアリングの考え方につ
いて説明できる］，【 4） 根拠に基づいた看護を提
供する能力】の［⑤健康現象を説明するために
基本的な疫学や保健統計を活用できる］，【 6） 健
康レベルを成長発達に応じて査定（Assessment）
する能力】の［④主要な疾病の症状，病因，病
態，治療，予後について説明できる］と［⑦精
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図 4 - 1 　「Ⅳ群：ケア環境とチーム体制整備に関する実践能力」に対する到達状況の認識

神の機能・認知・感情査定の方法について説明
できる］，【10） 健康の保持増進と疾病を予防す
る能力】の［⑪地域の次世代の健康づくりへの
取り組みについて説明できる］，【12） 慢性疾患
及び慢性的な健康課題を有する人々を援助する
能力】の［⑦慢性的な健康課題を有する患者の
全身状態を査定する方法について説明できる］，

【18） 社会の動向を踏まえて看護を創造するため
の基礎となる能力】の［②保健医療福祉制度，保
健医療福祉政策の歴史などから，看護の現状と動
向を説明できる］，【19） 生涯にわたり継続して専
門的能力を向上させる能力】の［③看護の課題を
解決するために，情報リテラシー（情報活用力）
を活用することができる］であった．このような
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図 4 - 2 　「Ⅳ群：ケア環境とチーム体制整備に関する実践能力」に対する到達状況の認識

傾向は，A看護系大学の大学院における教育研究
能力や高度に専門的な実践能力を育成する取り組
みが学士課程の教育にも反映されていることが考
えられる．
一方，本調査の回答者の方が「あまりできない」
または「できない」と回答した割合が15%以上高
い項目は，【 3） 援助関係を形成する能力】の［⑨
集団の構造と機能，グループダイナミックスにつ
いて説明できる］，【15） 地域ケアの構築と看護機
能の充実を図る能力】の［⑨被災者及び被災集団
への災害看護活動の在り方について理解できる］，
【18） 社会の動向を踏まえて看護を創造するため
の基礎となる能力】の［④保健師助産師看護師法，
医療法及び関連する法律と看護実践との関連につ
いて説明できる］であった．これらの項目の状況
は，現在のカリキュラムにおける選択科目の履修
状況や教育内容や方法の重点を置く比重の偏りな
どが影響している可能性がある．
今回の調査は，回収率が26%であり，看護系大

学協議会の学生を対象とした調査の回収率50%
（一般社団法人 日本看護系大学協議会, 2012）と
比較して低く，看護実践能力に関心がある学生が
回答した可能性がある．しかし，本調査の多くの
項目において看護系大学協議会の調査結果とほぼ
同等の分布がみられたことから，本調査結果は有
意義な情報を提供するものと考えられる．本調査
の結果を考慮し，カリキュラムの改訂への取り組
みにつなげることが肝要であると考える．
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